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臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
中
で
す　
　

　

該
当
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方

に
、
６
月
30
日
に
お
知
ら
せ
を
発

送
し
ま
し
た
。
お
知
ら
せ
を
ご
確

認
の
う
え
、
10
月
10
日
（金）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
で
「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」
の
対
象
に
な

る
方
は
、
職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た

申
請
書
に
記
入
・
押
印
し
、
児
童

手
当
受
給
証
明
書
な
ど
を
添
付
し

て
期
限
内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い

【
詐
欺
に
ご
注
意
を
】

　

給
付
金
を
よ
そ
お
っ
た
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
臨
時
福
祉
給
付
金
…

社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３
０
３
０
、
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
…
こ

ど
も
課
☎
（２０）
３
０
２
３

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
無
料
で

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
面
接
相
談
ま

た
は
電
話
相
談
）
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
３
日
（水）
、
10
月
１

日
（水）
、
11
月
５
日
（水）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
県
庁

足
利
庁
舎　

▼
対
象
＝
労
働
者
お

よ
び
使
用
者
、
求
職
者
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
な
ど
の
理
由
に
よ

り
既
に
退
職
し
て
い
る
方
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
を
抱
え
る
方

の
親
族
・
同
僚
・
上
司
な
ど

■
申
込
＝
開
催
日
前
週
の
金
曜

日
ま
で
に
足
利
労
政
事
務
所
☎

０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集　

▼
科
目
・
定
員
＝
機
械
加
工
科
５

人
、
Ｎ
Ｃ
機
械
科
10
人
、
板
金
溶

接
科
５
人　

▼
訓
練
期
間
＝
10
月

６
日
（月）
〜
平
成
27
年
３
月
23
日
（月）

（
６
カ
月
間
）
▼
一
次
募
集
＝
８

月
１
日
（金）
〜
22
日
（金）
（
選
考
日
８

月
28
日
（木）
）
▼
二
次
募
集
＝
９
月

４
日
（木）
〜
17
日
（水）
（
選
考
日
９
月

25
日
（木）
）　

▼
費
用
＝
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
、
作
業
衣
代
な
ど
は
自

己
負
担
）
■
申
込
＝
県
南
産
業
技

術
専
門
校
☎
０
２
８
４
（９１）
０
８
０

３（
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
）

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

　

危
険
物
の
製
造
所
な
ど
で
危
険

物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

危
険
物
取
扱
者
で
、
免
状
の
交
付

を
受
け
た
日
、
ま
た
は
前
回
の
講

ＴＥＬ ０２８４－２２－４５０５

相続・遺言書に関する相談は

弁護士法人

小沼総合法律事務所
弁護士  小沼正毅 　　弁護士  髙山雄介

栃木県弁護士会

栃木県足利市永楽町９－４  大協ビル２階
平日：９時～１８時  土曜日：９時～１２時  日祝休
URL：http://www.konumalawoffice.com

『大切に想う心にお応えします』『大切に想う心にお応えします』

栃木県初！
動物葬祭１級ディレクター取得セレモニー

習
を
受
け
た
日
以
後
の
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
３
年
以
内
の
方
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
５
日
（金）（
給
油
）午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

（
一
般
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分　

▼
会
場
＝
文
化
会
館　

▼
費
用
＝
４
７
０
０
円
（
栃
木
県

収
入
証
紙
）
▼
申
込
＝
８
月
20
日

（水）
〜
27
日
（水）
の
間
に
、
直
接
、
消

防
本
部
予
防
課
ま
た
は
消
防
署
・

北
分
署
・
西
分
署
へ　

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２３）
９
９
１
０

全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
カ
月

間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
が
指
定
し
た

調
査
区
か
ら
抽
出
さ
れ
た
世
帯
に

対
し
、
家
計
簿
を
つ
け
て
い
た
だ

く
調
査
で
す
。
家
計
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
調
査

結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体
、
研

究
機
関
な
ど
の
消
費
・
経
済
分
析

の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
と
な
っ
た
際
は
調
査
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
せ
＝
政
策
調
整
課
統
計
係

☎
（８６）
３
４
２
３

国
民
年
金
の
保
険
料
は

安
心･

便
利
な
口
座
振
替
で

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
振
替
日
は
通

常
翌
月
末
で
す
が
、
当
月
末
の
口

座
振
替（
早
割
）に
す
る
と
月
々
50

円
の
割
引
に
な
り
お
得
で
す
。

▼
申
込
＝
届
出
印
、
預（
貯
）金
通

帳
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
を

持
参
し
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

へ   

※
下
期
前
納
は
８
月
末
ま
で
、
上

期
６
カ
月
・
１
年
前
納
・
２
年
前

納
は
２
月
末
日
ま
で
が
申
込
期
限

に
な
り
ま
す（
年
金
事
務
所
必
着
）

平成２６年度の
保険料

口座振替 現金納付

保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月
（早割：当月末
の口座振替）

15,200 円 50 円 15,250 円 -

６カ月前納
（９月分～翌年
３月分）

90,460 円 1,040円 90,760 円 740円

■問合せ＝栃木年金事務所☎０２８２（２２）６０７４
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

佐野市の施策④　リーディングプロジェクト「スポーツ立市」

　支えるスポーツで爽やかに～スポーツボランティアにご参加を～　

　本市ではさのマラソン、大澤駅伝、市民駅伝などの長距離走のスポーツ大会が盛んに行われています。

こうした大会ではランナーの皆さんが日頃の実力を発揮できるよう、ボランティアの方々が沿道の給

水や声援、ゴールで倒れこむランナーのお世話など、随所で手助けをしています。

　マラソンに限らず、大会を陰で支えるボランティアの方々の活動は、時に選手を勇気づけ、心を和

ませ、選手とボランティアの心が通う温かな大会にしてくれます。

　「スポーツ立市」を掲げた本市では、市民の皆さんにこれまで以上に身近にスポーツに関わっていた

だき、多くの方に協力してもらえる大会づくりを心掛けていきます。

　スポーツの話題で地域やくらしに元気がみなぎるまちを、共につ

くりましょう。

※スポーツボランティアに関するお問い合わせはスポーツ立市推進

　課へ

　■問合せ＝同課☎（２６）００６５

市
税
徴
収
強
化
月
間

２
０
１
４
夏

○
一
人
ひ
と
り
が
佐
野
市
を
支
え

る
　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

納
税
し
な
い
人
が
増
え
る
と
生

活
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が

行
え
な
く
な
り
ま
す
。

○
県
下
一
斉
の
取
り
組
み

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
７
〜
８
月
を
強
化
月

間
と
し
て
、
県
と
の
協
働
に
よ
り

徴
収
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
８
月
は
催
告
書
を
発
送
し
ま
す

　

催
告
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
す

ぐ
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。郵
便
や
、

そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
催
告
書
が

届
か
な
い
場
合
で
も
、
滞
納
の
ご

記
憶
が
あ
る
方
は
お
早
め
に
ご
納

付
く
だ
さ
い
。
な
お
、
既
に
納
税

相
談
を
さ
れ
た
方
へ
も
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

滞
納
が
あ
る
と
差
し
押
さ
え
の

可
能
性
は
い
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

財
産
（
給
与
や
預
貯
金
、
動
産
・

不
動
産
な
ど
）
が
差
し
押
さ
え
に

な
る
前
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
収
納
課
☎
（２０）
３
０
１

０

８
月
は
人
権
対
策
推
進
市
民

運
動
強
調
月
間
で
す

　

世
界
各
地
で
地
域
紛
争
や
人
権

侵
害
、
難
民
問
題
が
顕
在
化
す
る

中
、
国
際
社
会
で
は
、
人
権
へ

の
取
り
組
み
が
高
ま
り
、「
人
権

H
um
an R

ights

」
が
世
界
の
共

通
語
と
な
り
、
人
権
の
教
育
啓
発

と
保
護
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
の
世
紀
」
‐
こ
れ
に
は
、

20
世
紀
の
経
験
を
無
駄
に
せ
ず
全

人
類
の
幸
せ
が
実
現
す
る
時
代
に

し
た
い
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、「
平
和
の
な
い
と
こ

ろ
に
人
権
は
存
在
し
得
な
い
」、

「
人
権
の
な
い
と
こ
ろ
に
平
和
は

存
在
し
得
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。
21
世
紀
を
真
の

「
人
権
の
世
紀
」
に
す
る
た
め
に

も
、
人
類
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
と

し
て
、
人
権
を
普
遍
的
な
文
化
に

し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
社
会
だ

け
で
は
な
く
国
際
社
会
で
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ　

Ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ　

ヒ
ュ
ー
マ
ン 

ラ
イ
ツ

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち　

　
  

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
〜

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（２７）
２
３
５
４

動
く
人
権
啓
発
運
動

　

７
月
と
８
月
の
２
カ
月
間
、
窓

口
な
ど
の
市
職
員
が
人
権
啓
発
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
「
動
く
人
権

啓
発
運

動
」
に

取
り
組

ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
隣
保
館
で
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
に
向
け
て
、
各
種
の
相

談
事
業
や
啓
発
活
動
、
講
座
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
隣
保
館（
赤
坂
町
）☎

（２２）
７
５
１
３
、田
沼
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
小
見
町
）☎
（６２）

７
８
５
８
、
葛
生
隣
保
事
業
相
談

所（
富
士
見
町
）☎
（８５）
２
３
９
６

今
月
の
納
税

　

８
月
は
市
・
県
民
税
第
２
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
の
納

期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０

１
０


